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研究速報
大腸癌肝転移巣の発育速度

辻 仲 康 伸

研究目的

悪性腫瘍の発育速度を表現する腫瘤倍増時間 (tumOr

doubling dme,以下 D.T.と略す)は 転移性および原発

性肺癌,字L癌などで報告があるが,大 腸癌やその肝転移

巣についての報告は少ない.著 者は肝の CT検 査を経時

的に行なって大腸痛術後肝転移再発巣の D.T.を算出し

た。また再発の指標となる血中 CEAの 上昇勾配,手 術

から再発までの期間,術 後生存月数と D.T.の関係を検

討したので報告する.

対象と方法

治癒手術後 1～ 4月毎に2回以上 CTが 施行 され,

retrosPectiVeに大きさを計測し得る肝転移巣20例 (結腸

癌 7,直 腸癌13),25病巣を対象とした。CT装 置 はオ

ハイオニュクレアか50FSで ,肝 転移巣の陰影が最大と

なる SliCe sectionで長径,短 径を計測し, その平均径

を肝転移巣の大きさ (D)と した。腫場の発育が指数白

数的であることは広く認められていることからり
の D.T.

は次の数式から求めた。

D.T.=1/3・loge 2。(t2~tI)′10ge D2_loge Dェ

血中 CEA値 は Z‐gel法を用い,上 昇勾配の定量化

は次の数式により行なった。

CEA上 昇率=〔10ge(CEAt)_loge(cEAtじ)〕/t一t。

(t:肝転移確認後治療を開始する直前の時点.

t。:CEA上 昇の起点となった時点)

結  果

(1)肝 転移25病巣の D.T.は 算術平均37±16.3日,

対数平均では median 34日,99%range 26-44日 であ

った。同一症例で複数の肝転移巣の D.T.を 測定したの

は3例で,そ れぞれ36,23,21日 と43,40,31日 および

33,65日 であった。 (2)血 中 CEA値 が片対数グラフ

上直線に近い上昇を示した12例について CEA上 昇率を

算出し,対 応する肝転移巣のD.T。と比較した結果,両 者

の間にはr=-0・76の負の相関が認められた(P<0・01).

(3)手 術から臨床的再発までの期間は最短 3カ月,最

長43カ月, 平均11.9±9.9月 (n_20)で , 肝転移巣の
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D.T.との間に正の相関が認められた (p<0・01)。また

死亡した症例の術後生存月数は26.6±13.8月(n_12)

で,肝 転移巣の D.T.は術後生存月数とも正の相関を認

めた (P<0・05)ヵ 夕ヽ再発から死亡までの期間とは有意

な相関はなかった。

考  察

CT映 像から肝転移巣の大きさを計測する時には映像

と実物との大きさ上の誤差がないかを検討する必要があ

る。今回の検索ではCTの電圧,Window center,window

Widthが概ね同条件の SCanを用いたので条件設定の連

いによる Partial V。lume erectsなどの測定謀差は少な

いと考えられる.ま た転移性肝癌の CT値 は正常肝よ

りも有意に低く
り
, したがって正常肝と腫瘤陰影の境界

は鮮明であるため腫瘤辺縁を決める上での計測誤差は無

視できるものと考えられる。

従来より大腸癌の発育は緩徐であるとされ,ま た肺転

移巣の D.T.も C01linぎ
り
を始めとして SIOWiγ growing

tumorに 属するとの報告が多い。しか し今回検索した肝

転移巣の D.T.は 対数正規分布 の99%rangeが 26-44

日にあ り,比 較的速 く発育するものが多かった。

血中 CEAの 上昇率と肝転移巣の D.T.の 間には負の

相関があ り,D.T.の 短い肝転移 ほど血中 CEAは 急峻

な上昇勾配を示す.

草間
のは字L痛の D.T.と 乳癌再発の時期, 生 存期間と

は有意な正の相関があるとしている.大 腸癌の肝転移再

発例につぃても同様の結果が得られたが,再 発から死亡

までの期間は D.T.と は関係がなく1年前後のものが多

いことが注目された。

索引用積 :大腸癌肝転移巣のダブリングタイム
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